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Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

　
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
沿
線
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
約
25
　ha
と
い
う
大

き
な
事
業
で
あ
る
。
新
た
な
街

づ
く
り
に
は
駅
の
存
在
が
不
可

　
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
場

合
の
照
明
効
果
と
コ
ス
ト
削
減

に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
率
は
、

　
平
成
28
年
1
月
、
都
市
公
園

で
あ
る
手て

児こ

奈な

橋
公
園
及
び
桜

土
手
公
園
が
急
に
廃
止
さ
れ
た
。

近
隣
住
民
へ
は
一
切
説
明
が
な

　
公
民
館
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
や
多
目
的
ホ
ー
ル
の

使
用
に
当
た
っ
て
は
、
体
育
館

の
よ
う
に
2
分
の
1
等
の
分
割

　
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
い

障
害
を
も
つ
者
等
が
周
囲
か
ら

援
助
を
得
や
す
く
な
る
よ
う
、

東
京
都
が
作
成
し
た
「
ヘ
ル
プ

　
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

は
、
介
護
予
防
を
一
層
推
進
す

べ
き
で
あ
る
。
市
は
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
介
護
予
防
の
新
た

　
子
ど
も
を
も
つ
母
親
か
ら
、

市
の
急
病
診
療
所
で
小
児
科
を

受
診
す
る
際
に
長
時
間
待
た
さ

れ
、
と
て
も
不
安
を
感
じ
た
と

　
平
成
27
年
の
介
護
保
険
制
度

改
正
で
、
予
防
給
付
の
一
部
が

自
治
体
の
地
域
支
援
事
業
に
移

行
さ
れ
た
。
介
護
予
防
・
日
常

欠
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
具
体

的
な
開
発
計
画
の
立
案
に
併
せ

て
事
業
手
法
も
精
査
し
て
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
市
は
今
後

の
展
開
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
現
在
、
市
は
関
係
権
利
者

自
治
会
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
市
の
設
置
促

進
に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
う
。
ま
た
、
他
市
で
行
っ
て

い
る
リ
ー
ス
契
約
等
の
方
法
を

取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

く
、
ま
た
、
都
市
公
園
法
16
条

は
、
み
だ
り
に
公
園
を
廃
止
し

て
は
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。

両
園
を
廃
止
し
た
理
由
を
問
う
。

答
　
両
園
に
は
、
開
設
当
時
か

ら
、
隣
接
す
る
住
民
が
公
道
に

使
用
が
で
き
ず
、
施
設
の
全
部

を
使
う
必
要
が
な
い
場
合
で
も

全
体
の
使
用
料
が
か
か
る
。
分

割
使
用
で
き
な
い
理
由
及
び
見

直
し
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

答
　
公
民
館
の
ホ
ー
ル
は
、
市

マ
ー
ク
」
が
徐
々
に
普
及
し
て

お
り
、
平
成
29
年
7
月
か
ら
は

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
を
得
て
全
国
統
一

マ
ー
ク
と
な
る
。
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
に
係
る
本
市
の
認
識
及
び
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
並
び
に
今

な
取
り
組
み
と
し
て
、
住
民
主

体
の
介
護
予
防
教
室
「
市
川
み

ん
な
で
体
操
」
を
平
成
28
年
度

か
ら
開
始
し
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
「
市
川
み
ん
な
で
体
操
」

聞
い
た
。
迅
速
な
対
応
で
患
者

の
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
も
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
1
つ
と
思
う
が
、

急
病
診
療
所
で
の
混
雑
緩
和
及

び
感
染
予
防
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
流

生
活
支
援
総
合
事
業
の
地
域
ご

と
の
人
材
確
保
策
及
び
市
独
自

の
総
合
事
業
に
お
け
る
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
づ
く
り

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答
　
総
合
事
業
の
担
い
手
に
つ

と
協
働
で
作
成
し
た
土
地
利
用

方
針
図
を
基
に
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
案
を
作
成
し
て
い
る
。

事
業
実
現
の
た
め
様
々
な
観
点

か
ら
検
討
し
、
権
利
者
の
合
意

形
成
を
得
や
す
く
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
た
事
業
手
法
を
考
え
て

い
き
た
い
。
な
お
、
新
駅
設
置

は
本
計
画
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
り
Ｊ
Ｒ
の
合
意
を
得
る
べ

く
十
分
な
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

答
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
設
置
促
進
策

と
し
て
は
、
設
置
に
係
る
補
助

率
の
引
き
上
げ
、
維
持
管
理
費

の
新
た
な
設
定
、
啓
発
活
動
等

を
実
施
し
て
お
り
、
設
置
率
の

更
な
る
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

ま
た
、
リ
ー
ス
契
約
等
の
方
法

に
つ
い
て
は
様
々
な
課
題
が
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他

市
の
状
況
に
も
注
視
し
つ
つ
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

出
る
た
め
の
車
両
用
通
路
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
都
市
公
園
法

は
か
か
る
車
両
の
通
行
を
想
定

し
て
い
な
い
が
、
通
行
禁
止
に

も
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
同
法
の
位
置
づ
け
を
外

し
て
隣
接
住
民
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
公
益
上
有
益

と
判
断
し
、
同
法
16
条
1
号
に

よ
り
両
園
を
廃
止
し
た
が
、
施

設
形
態
等
は
変
わ
ら
な
い
。

民
体
育
館
の
よ
う
に
防
球
ネ
ッ

ト
等
で
分
割
す
る
設
備
が
な
い

た
め
、
全
体
と
し
て
貸
し
出
す

こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

全
体
を
使
用
す
る
必
要
の
な
い

軽
微
な
運
動
程
度
で
あ
れ
ば
分

割
使
用
も
可
能
で
あ
り
、
今
後

は
、
利
用
者
の
活
動
状
況
に
配

慮
し
な
が
ら
、
使
用
料
条
例
の

見
直
し
時
期
に
併
せ
て
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答
　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
周
囲
に

助
け
を
求
め
る
手
立
て
と
し
て

有
用
性
が
高
い
と
市
も
認
識
し

て
お
り
、
27
年
度
に
は
、
都
と

同
じ
仕
様
で
6　6　0
枚
を
試
行

的
に
作
成
及
び
配
布
し
た
。
今

後
は
、
関
係
部
署
と
調
整
を
図

る
と
共
に
、
県
で
実
施
さ
れ
て

い
る
事
例
等
も
参
考
に
、
マ
ー

ク
の
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

は
地
域
の
人
が
自
主
的
に
会
場

に
集
ま
り
、
指
導
者
な
し
で
気

軽
に
行
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
参
加
者
の
募
集
や
会
場
の

確
保
等
の
運
営
は
住
民
主
体
で

行
い
、
市
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説

明
、
体
力
測
定
、
運
営
の
ア
ド

バ
イ
ス
等
必
要
な
時
に
支
援
を

行
う
。
現
在
、
自
治
会
や
高
齢

者
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
11
箇
所
、

約
2　0　0
人
が
参
加
し
て
い
る
。

行
期
に
は
患
者
が
急
増
す
る
た

め
ど
う
し
て
も
待
ち
時
間
が
長

く
な
る
が
、
急
病
診
療
所
の
小

児
科
で
は
混
雑
時
で
最
大
3
名

の
医
師
が
診
療
に
当
た
り
混
雑

緩
和
と
迅
速
な
対
応
を
図
っ
て

い
る
他
、
感
染
症
が
疑
わ
れ
る

患
者
に
つ
い
て
は
待
合
等
で
の

隔
離
や
施
設
内
の
消
毒
を
行
う

等
、
近
隣
市
と
比
べ
て
も
同
等

以
上
の
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。

い
て
は
、
人
口
構
造
そ
の
他
の

地
域
性
等
に
よ
り
実
情
が
異
な

る
た
め
、
今
後
は
各
地
域
の
需

要
と
供
給
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
担
い
手

養
成
講
座
を
開
催
し
、
独
自
に

認
定
を
行
う
市
も
あ
る
が
、
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
担
い
手
が
増
え

て
い
な
い
例
も
あ
る
。
今
後
、

課
題
を
検
証
し
、
本
市
に
と
っ

て
効
果
的
な
手
法
を
研
究
す
る
。

今
後
の
展
開 

市
は
ど
う
考
え
る

実
現
の
た
め
合
意
得
や
す
い
手
法
を
検
討

設
置
促
進
の
た
め
の
具
体
策
は

補
助
率
の
引
き
上
げ
等
を
行
っ
て
い
る

手
児
奈
橋
公
園
と
桜
土
手
公
園 

な
ぜ
廃
止

住
民
の
利
便
向
上
が
公
益
上
有
益
と
判
断

現
状
は
不
可 

見
直
し
は
で
き
な
い
か

利
用
状
況
に
配
慮
し
対
応
し
て
い
き
た
い

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
化
控
え
今
後
の
市
の
対
応
は

有
用
性
高
い
と
認
識 

周
知
に
取
り
組
む

「
市
川
み
ん
な
で
体
操
」
ど
ん
な
活
動
か

住
民
主
体
で
運
営 
約
２
０
０
人
が
参
加

小
児
急
患 

待
ち
時
間
短
縮
で
不
安
払
拭
を

混
雑
時
は
最
大
３
名
の
医
師
が
対
応

総
合
事
業
の
担
い
手
づ
く
り 

市
の
考
え
は

課
題
検
証
し
効
果
的
な
手
法
を
研
究
す
る

武蔵野線沿線まちづくり

防犯灯のＬＥＤ化

都市公園

公民館の分割使用

ヘルプマーク

介護予防

急病診療所

介護保険制度

保 健 ・ 福 祉

市 民 生 活

保 健 ・ 福 祉

　
平
成
28
年
12
月
に
国
民
年
金

法
等
が
改
正
さ
れ
、
現
役
世
代

の
将
来
の
年
金
額
を
確
保
す
る

た
め
の
見
直
し
の
他
、
妊
産
婦

に
対
す
る
保
険
料
免
除
や
受
給

資
格
期
間
短
縮
等
の
措
置
が
設

け
ら
れ
た
が
、「
年
金
カ
ッ
ト
法
」

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
改
正
が

保
険
料
納
付
率
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
、
市
の
認
識
を
問
う
。

答
　
本
改
正
は
、
現
役
世
代
の

給
与
水
準
と
年
金
給
付
水
準
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
世
代
間
の

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
他
、
無
年
金
者
の
解

消
、
次
世
代
育
成
支
援
に
資
す

る
施
策
等
に
よ
り
年
金
制
度
へ

の
不
安
を
取
り
除
く
も
の
で
も

あ
り
、
市
と
し
て
は
保
険
料
の

納
付
率
に
は
プ
ラ
ス
の
影
響
を

与
え
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

保険料納付率への影響は
プラスの影響を与えると認識

国民年金法等の改正

公 園 街づくり

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

鈴
木
雅
斗
議
員
（
創
生
市
川
第
2
）

堀
越　
優
議
員
（
公
明
党
）

長
友
正
徳
議
員
（
無
所
属
の
会
）

秋
本
の
り
子
議
員
（
無
所
属
の
会
）

か
い
づ
勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

石
原
よ
し
の
り
議
員
（
民
進・連
合・社
民
）

竹
内
清
海
議
員
（
清
風
会
）


